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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第107期
第１四半期
連結累計期間

第108期
第１四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (百万円) 43,912 77,228 185,818

営業利益 (百万円) 3,680 2,450 10,123

経常利益 (百万円) 3,876 2,296 9,437

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 3,987 1,788 7,721

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,010 △1,280 3,087

純資産額 (百万円) 133,775 197,515 200,200

総資産額 (百万円) 225,638 365,452 374,246

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 123.77 31.81 237.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.5 52.8 52.3
 

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　  ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありませ

ん。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

また、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社、子会社および関連会

社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績

当第１四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年６月30日）におけるわが国経済は、輸出や生産の弱さが続

いているものの、緩やかな回復基調で推移しました。景気の先行きにつきましては、通商問題の動向が世界経済に

与える影響や中国をはじめとする新興国経済の減速懸念などによる海外経済の不確実性の高まりによって、依然と

して不透明な状況にあります。

特殊鋼業界におきましては、前連結会計年度の後半から続く設備投資の停滞等による、工作機械、ロボット、半

導体製造装置向けなど一部の産業機械向けの調整が継続していることなどから、特殊鋼熱間圧延鋼材の生産量は、

前年同期を下回る水準で推移いたしました。

このような中、当社グループの売上高は、スウェーデンの連結子会社Ｏｖａｋｏの売上高が、当第１四半期連結

累計期間から計上されていることなどにより、前年同期比333億16百万円増の772億28百万円となりました。利益面

では、Ｏｖａｋｏの営業利益の計上はありましたが、当社単体の営業利益が販売数量の減少や副資材価格の上昇等

により減少したことやＯｖａｋｏののれん償却費の計上などにより、営業利益は前年同期比12億29百万円減の24億

50百万円、ＲＯＳ（売上高営業利益率）は3.2％（前年同期は8.4％）となりました。また、親会社株主に帰属する

四半期純利益は、前年同期にインドの持分法適用関連会社ＭＳＳＳを連結子会社化したことにともなう段階取得に

係る差益（14億59百万円）を計上していたことなどにより前年同期比21億98百万円減の17億88百万円となりまし

た。

セグメント別の売上高および営業損益の状況は、次のとおりであります。なお、各セグメントの売上高につきま

しては、セグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。

 

（鋼材事業）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、Ｏｖａｋｏの売上高が当第１四半期連結累計期間から計上されている

ことなどにより、前年同期比333億81百万円増の737億54百万円となりました。営業利益は、Ｏｖａｋｏの営業利

益の計上はありましたが、当社における販売数量の減少や副資材価格の上昇、Ｏｖａｋｏののれん償却費の計上

などにより、前年同期比10億65百万円減の21億70百万円となりました。

 
（粉末事業）

当第１四半期連結累計期間の売上高は、電子材料分野向けの販売数量の減少などにより、前年同期比１億１百

万円減の10億92百万円となりました。営業利益は、電子材料分野向けの販売数量の減少や販売単価の低下などに

より、前年同期比１億27百万円減の69百万円となりました。

 

（素形材事業）

 当第１四半期連結累計期間の売上高は、販売数量の減少などにより、前年同期比78百万円減の46億29百万円と

なりました。営業利益は、販売数量の減少や副資材価格の上昇、修繕費の増加などにより、前年同期比26百万円

減の１億89百万円となりました。
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（その他）

子会社を通じて情報処理サービス等を行っており、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比20百万円

減の３億７百万円、営業利益は０百万円（前年同期は０百万円の営業損失）となりました。

 

(2) 財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産残高は、現金及び預金やたな卸資産の減少などにより、前連結会計年度末

比87億93百万円減の3,654億52百万円となりました。

負債残高は、支払手形及び買掛金の減少などにより、前連結会計年度末比61億８百万円減の1,679億36百万円と

なりました。　

純資産残高は、その他の包括利益累計額の減少などにより、前連結会計年度末比26億84百万円減の1,975億15百

万円となりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末におけるＤ／Ｅレシオ（純資産残高に対する有利子負債残高（現預金残

高控除後）の割合）は0.36（前連結会計年度末は0.34）となりました。

 
(3) 事業上および財務上の対処すべき課題

当社グループは、2017～2019年度を実行期間とする第10次中期経営計画を策定しておりますが、当第１四半期連

結累計期間において、重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は５億98百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、鋼材事業の生産および販売の実績は、Ｏｖａｋｏの連結子会社化などによ

り、前年同期比で著しく増加しております。

 

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

わが国の景気が緩やかな回復を続けていくことが期待される一方で、通商問題等による海外経済の不確実性の高

まり、特殊鋼業界における国際競争の激化などもあり、当社グループをとりまく事業環境は、引き続き楽観を許さ

ない状況で推移するとみられます。

こうした中、当社グループは、第10次中期経営計画「Sanyo Global Action 2019」に掲げたとおり、経営理念

『信頼の経営』のもと、生産構造改革の実行などによる事業基盤の強化、技術先進性のさらなる追求、「高信頼性

鋼の山陽」のグローバルブランド化を推進することで、競合激化、原料・副資材・エネルギー価格の上昇等の厳し

い経営環境においても、人・技術・利益の持続的成長を追求してまいります。また、日本製鉄㈱、Ｏｖａｋｏとの

連携に関しましては、当社およびグループ会社のポテンシャルを最大限発揮し、相乗効果の早期発現を図ってまい

ります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 94,878,400

計 94,878,400
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 57,437,307 57,437,307
東京証券取引所
(市場第一部）

単元株式数は100株であ
ります。

計 57,437,307 57,437,307 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2019年６月30日 ― 57,437 ― 53,800 ― 51,211
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,212,100
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 56,113,700
 

561,137 ―

単元未満株式 普通株式 111,507
 

― ―

発行済株式総数 57,437,307 ― ―

総株主の議決権 ― 561,137 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が600株(議決権６個)含まれて

おります。また、「単元未満株式」の普通株式には、当社所有の自己株式66株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である2019年３月31日の株主名簿により記載しております。

 

② 【自己株式等】

2019年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
山陽特殊製鋼株式会社

兵庫県姫路市飾磨区中島字
一文字3007

1,212,100 ― 1,212,100 2.11

計 ― 1,212,100 ― 1,212,100 2.11
 

（注）当社は、2019年６月19日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期会計期間において自己株式34,000株の取得

     を行っており、当第１四半期会計期間末日現在における自己株式は1,246,300株（単元未満株式を除く。）となっ

     ております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)および第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 22,385 19,955

  受取手形及び売掛金 ※3  75,201 ※3  75,557

  電子記録債権 ※3  7,371 ※3  7,573

  商品及び製品 26,268 24,587

  仕掛品 43,734 44,590

  原材料及び貯蔵品 25,489 23,871

  未収還付法人税等 61 123

  親会社株式 1,127 1,067

  その他 10,083 7,587

  貸倒引当金 △173 △191

  流動資産合計 211,549 204,722

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） 59,959 59,310

   その他（純額） 43,886 45,561

   有形固定資産合計 103,846 104,871

  無形固定資産   

   のれん 42,400 40,574

   その他 3,189 3,176

   無形固定資産合計 45,590 43,751

  投資その他の資産 ※1  13,259 ※1  12,105

  固定資産合計 162,696 160,729

 資産合計 374,246 365,452

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※3  39,000 ※3  35,731

  短期借入金 52,834 38,124

  コマーシャル・ペーパー 8,000 10,000

  未払法人税等 2,615 596

  賞与引当金 2,180 1,107

  役員賞与引当金 97 26

  環境対策引当金 169 85

  その他 22,563 24,486

  流動負債合計 127,461 110,158

 固定負債   

  社債 10,000 10,000

  長期借入金 20,508 30,398

  役員退職慰労引当金 48 49

  債務保証損失引当金 3 2

  環境対策引当金 143 153

  退職給付に係る負債 11,265 11,718

  その他 4,614 5,455

  固定負債合計 46,584 57,778

 負債合計 174,045 167,936
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 53,800 53,800

  資本剰余金 55,896 55,896

  利益剰余金 85,715 86,154

  自己株式 △1,923 △1,975

  株主資本合計 193,489 193,876

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,177 1,643

  繰延ヘッジ損益 ― △687

  為替換算調整勘定 △39 △1,241

  退職給付に係る調整累計額 70 △509

  その他の包括利益累計額合計 2,209 △795

 非支配株主持分 4,501 4,434

 純資産合計 200,200 197,515

負債純資産合計 374,246 365,452
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 43,912 77,228

売上原価 36,430 66,308

売上総利益 7,481 10,919

販売費及び一般管理費 3,801 8,468

営業利益 3,680 2,450

営業外収益   

 受取利息 10 41

 受取配当金 131 135

 受取賃貸料 15 82

 その他 114 23

 営業外収益合計 272 283

営業外費用   

 支払利息 26 222

 為替差損 ― 175

 その他 49 39

 営業外費用合計 76 437

経常利益 3,876 2,296

特別利益   

 段階取得に係る差益 1,459 ―

 固定資産売却益 ― 34

 特別利益合計 1,459 34

特別損失   

 固定資産除売却損 175 27

 特別損失合計 175 27

税金等調整前四半期純利益 5,159 2,304

法人税、住民税及び事業税 820 97

法人税等調整額 346 563

法人税等合計 1,166 661

四半期純利益 3,993 1,643

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

6 △145

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,987 1,788
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 3,993 1,643

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △406 △534

 繰延ヘッジ損益 ― △687

 為替換算調整勘定 △103 △1,121

 退職給付に係る調整額 △22 △580

 持分法適用会社に対する持分相当額 △450 △0

 その他の包括利益合計 △982 △2,923

四半期包括利益 3,010 △1,280

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,010 △1,215

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 △64
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

国際財務報告基準を適用している子会社は、当第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産および

負債として計上することといたしました。本基準の適用にあたっては、経過措置として認められている、基準の

適用による累積的影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の「有形固定資産」が1,933百万円増加し、流動負債の「その他」が

757百万円および固定負債の「その他」が1,178百万円増加しております。当第１四半期連結累計期間の損益に与

える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

投資その他の資産 167百万円 209百万円
 

 

２　保証債務

下記会社等の借入金に対し、保証を行っております。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

UCHIDA-SATO TECH (THAILAND)
CO., LTD.

3百万円 3百万円

従業員 0 0

計 4 4
 

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

等が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 1,083百万円 819百万円

電子記録債権 424 289

支払手形 85 63
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産等に係る償却費を含む。)およびのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 2,100百万円 3,645百万円

のれんの償却額 ― 763
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間 (自　2018年４月１日　至　2018年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月16日
取締役会

普通株式 805 25.00 2018年３月31日 2018年６月６日 利益剰余金
 

(注)　2017年10月１日を効力発生日として、５株を１株とする株式併合を実施しております。2018年３月31日を基準

日とする１株当たり配当額は、当該株式併合後の金額であります。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間 (自　2019年４月１日　至　2019年６月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月17日
取締役会

普通株式 1,349 24.00 2019年３月31日 2019年６月５日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３鋼材 粉末 素形材 計

売上高         

  外部顧客への売上高 37,960 1,194 4,708 43,863 48 43,912 ― 43,912

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

2,412 ― ― 2,412 279 2,692 △2,692 ―

計 40,372 1,194 4,708 46,275 328 46,604 △2,692 43,912

セグメント利益
又は損失(△)

3,236 196 215 3,648 △0 3,647 32 3,680
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

２　セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３鋼材 粉末 素形材 計

売上高         

  外部顧客への売上高 71,463 1,092 4,629 77,185 42 77,228 ― 77,228

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

2,291 ― ― 2,291 265 2,556 △2,556 ―

計 73,754 1,092 4,629 79,477 307 79,785 △2,556 77,228

セグメント利益 2,170 69 189 2,429 0 2,429 20 2,450
 

(注) １　「その他」の区分は、報告セグメントに含んでいない情報処理サービス事業等であります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益および算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益 123.77円 31.81円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 3,987 1,788

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

3,987 1,788

普通株式の期中平均株式数(株) 32,213,970 56,225,072
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

（剰余金の配当）

2019年５月17日開催の取締役会において、2019年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 　　　　　　　　　　　　　　　 　 1,349百万円

②　１株当たりの金額 　　　　　　　　　　            24円00銭

 

（重要な訴訟事件等）

当社の連結子会社であるOvako Finland Oy AB（フィンランド）は、フィンランド税務当局による調査において、

2010～2016年のグループ内借入金に係る支払利息の損金算入を否認され、遅延利息等を含む未払法人税の支払請求を

受けたため、異議申し立てを行いました。その後、2018年10月に同社の主張を認める決定がなされましたが、同年12

月にフィンランド税務当局がこれを不服として控訴したため、審理は現在も継続中であります。

なお、本訴訟の対象金額は、約17百万ユーロ（2019年３月末時点の換算レートで約21億円）であります。当社は、

同社の主張が認められない可能性は低いとの専門家の見解をふまえ、本訴訟について四半期連結財務諸表における引

当金の計上および偶発債務の注記は行っておりません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年８月13日

山陽特殊製鋼株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 杉　田　直　樹 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 河　野　   祐 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 古　澤　達　也 印

 

 
 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山陽特殊製鋼株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山陽特殊製鋼株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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